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平素はお世話になりどうもありがとうございます。 
暑中お見舞い申し上げます。 
勝手ながら夏季休暇を８月１３日（金）～８月１６日（月）までいただきます。 
猛暑が続きますので、熱中症には十分注意していただきますようお願い申し上げます。 

 

（7月 31日土曜日長良川全国花火大会にて携帯で撮影） 

【平成 22年 8月号】月次決算の有効活用 
皆さんの会社では月次決算はできていますか？ 
自社で月次決算（自計化）ができることは本来当たり前のことです。 
月次決算を自社でできるようになるのはそんなに困難なことではありません。 
デメリットは人と手間以外は無いと言っていいでしょう。 
これが結構大きいと言えば大きいのですが・・・・ 
メリットは下記のとおりです。 
＊自社の数値がタイムリーに把握できる。 
＊そのうえでの経営の意思決定遅延によるダメージが減少する。 
＊会計事務所との間での資料の授受などの手間と紛失のリスクが減少する。 
＊タイムリーな月次決算を金融機関に提示することで評価がアップする。 
＊経営に対しての感度がアップする。 
＊経営計画遂行のための基礎資料としての有用度が高まる。 
＊経営の発展のために会計事務所との前向きでより深い関係が築ける。 
岩田会計事務所では、自社における月次決算とその有効活用のサポートをさ

せていただいております。 


